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難治性創傷治療ベクトルの向かう先

錚々たる先生方がご執筆されるニューズレターに、今回執筆依頼を頂

いた。僭越極まりないことであるが、本会にも若手の先生も多く、偉くな

い？筆者の様な医師でも本欄に登場出来る事実は、広い意味で次世代

育成にもなろうかと考え、謹んでお引き受けさせて頂いた。まずは、この

様な機会をご配慮頂いた諸先生方に深謝申し上げる次第である。

皮膚科医である著者は、昨年まで群馬大学大学院医学系研究科皮

膚科学で創傷治療と研究に励んできた。縁あって昨年より現職となり、

大学での診療や研究と対極の臨床現場であるクリニックで創傷患者に

接している。皮膚科学においては、創傷治療学は決して主流であるとは

いえず、日本創傷治癒学会への皮膚科医の参加が多くない事実はもどか

しくもあり、悲しくもあった。しかし、これは湿疹 ・ 皮膚炎群が圧倒的に患

者の多数を占める皮膚科にとっては仕方がないことであり、決して皮膚科

が創傷治療学を蔑ろにしていた訳ではない。それが証拠に、日本皮膚科

学会は創傷 ・ 熱傷ガイドラインを作成し、毎年行われる総会では、必ず

教育講演を行う1）。なお、筆者も「糖尿病性潰瘍 ・ 壊疽ガイドライン」の

末席を汚している。

糖尿病患者は増加の一途を辿り、糖尿病性潰瘍治療学の重要性はよ

り高まってきている。著者が大学で診療している頃は、糖尿病専門医への

コンサルトも容易で、様々な臨床検査機器にも囲まれ、比較的恵まれた環

境であった。しかし、臨床の最前線であるクリニックは、その点ハンディが

あり、短時間で様々な皮膚疾患に対応しなければならない臨床現場では、

ガイ ドラインは極めて有難い指針である。

クリニックにて一番驚くべきは、患者の疾患理解度が極めて低いという

事実である。とにかく再診を促しても、気が向いたら現れるという“ぶらり皮

膚潰瘍の旅”的な糖尿病患者が多い。過日も、糖尿病性潰瘍患者が受診

した。比較的糖尿病はよくコントロールされており、ガイドラインで推奨度が

高いトラフェルミンを処方する。このエビデンスの高い薬剤は期待に違わず、

潰瘍は順調に縮小した。しかし、ある時を境に患者は受診しなくなった。

電話で受診を促そうにも、電話に出ない。諦めかけていたころ、だしぬけに

患者が現れ治療を再開したいという。嫌な予感の下、案の定、初診時に比

較し 3 倍の面積となった潰瘍が出現した。受診出来ぬ理由が「パチンコ」と

聞くと、医師として泣くに泣けぬ。まだ某大臣の如く「○○バー（本学会の

品位にかけて、到底正式名称は記せぬ）」の方が諦めもつくというもので

ある。
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糖尿病性潰瘍に対する増殖因子製剤の効果

は、多少なりとも創傷研究に携わった者なら頷ける

ものである。最近の皮膚潰瘍治療に関する総説２）

でも、培養皮膚や生物学的皮膚代替物、銀含有外

用剤に並んで血小板由来増殖因子が今後期待さ

れる治療に挙げられている。

大学をはじめとする研究機関で慢性創傷治療

の研究がすすめられ、その優れた成果は多くの

患者を幸せにする。ただ、その成果を患者が十分

に享受できるかどうかは、丁寧に診察し、患者教育

をし、そして患者を家族の様に思いやる医療従事

者の心にかかるのであろう。「大学と市中クリニックに

おいて、創傷治癒に対するベクトルは何ら変わり

がない」という事実。大学離職がくれた貴重な手

土産である。

１）爲政大幾ほか 創傷・熱傷ガイドライン委員会報告―3：糖

尿病性潰瘍・壊疽ガイドライ ン 日皮会誌　122，281 319，

2012

２）Greer N et al.  Advanced wound care therapies for 

nonhealing diabetic, venous, and arterial ulcers: a systematic 

review. Ann Intern Med. 159, 532-42.2013

[ 参 考 文 献 ]

JSWH NEWS LETTER
日 本 創 傷 治 癒 学 会 ニュース

No.84



JSWH NEWS LETTER
日 本 創 傷 治 癒 学 会 ニュース

No.84


